
◎
論

説

国
農
業
の
基
幹
問
題

農
民
工
と

農
民
工
政
策
の
変
遷

厳

善

平

…

　
・

は
じ
め
に

二
〇
〇
六
年
三
月
に
、
国
務
院

は

「農
民
工
問
題
の
解
決
に
関
す

る
若
干

の
意
見
」
と

い
う

一
万
字
余
り
、

四
〇
条
か
ら
な
る
通
達

(以
下

で

は
、
「農
民
工
問
題
四
〇
条
」
と
略
す
)
を
各
省

・
自
治

区

・
直
轄
市
、
中
央
の
各
省
庁

・
直
属
機
関
宛
に
出
し
た
。
ほ
ぼ
同

じ
時
期
に
、
こ
の
通
達
の
背
景
材
料
と
し
て
編
集
さ
れ
た

『中
国
農

民
工
調
査
報
告
』
と
い
う
四
三
万
字

の
報
告
書
が
国
務
院
研
究
室
よ

り
上
梓
さ

れ
た

[
国
務
院
研
究
室
課
題
組

二
〇
〇
六
]。

農
民
工
と
は
誰

の
こ
と
か
。
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
の

か
。
こ
の
二
点
に
つ
い
て

「農
民
工
問
題

四
〇
条
」
で
は
以
下
の
よ

う
に
記
述

し
て
い
る
.
す
な
わ
ち
、
農
民
工
と
は

(農
業
)
戸
籍
を

農
村

に
残
し
な
が
ら
、
主

に
非
農
業

に
従
事

す
る
者
を
指

し
て
い

う
。
農
閑
期
に
外
出
し
て
出
稼
ぎ
を
す
る
も

の
の
、
農
繁
期
に
な
る

と
農
業
も
や
る
、
流
動
性
の
高

い
者
も

い
れ
ば

、
長
年
都
市
部
で
働

き
、
産
業
労
働
者

の
重
要
な
構
成
部
分
を
な
す
者

も
い
る
。
都
市
部

の
農
民
出
稼
ぎ
労
働
者
だ
け
で
な
く
、
農
村
部

の
郷
鎮
企
業
で
仕
事

を
す
る
兼
業
ま
た
は
専
業

の
労
働
者
も
農
民
工

に
含
め
ら
れ
た
こ
と

す
ニ

は
、
政
府
の
公
式
文
書
と
し
て
こ
れ
が
初
め

て
で
あ
る
。

ま
た
、
農
民
工
に
ま

つ
わ
る
主
な
問
題
と

し
て
、
給
与
が
安
す
ぎ

る
上
、
支
払

い
の
遅
延
が
多

い
こ
と
、
安
全
性

を
欠
く
就
業
理
境
下

で
長
時
間
労
働
を
強

い
ら
れ
る
こ
と
、
社
会
保
障
が
不
足
し
職
業
病

や
労
災
事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
、
職
業
・訓
練
、
子
女

の
就
学
、

居
住
な
ど
の
生
活
環
境

に
も
多
く

の
困
難
が
存
在
し
経
済

・
政
治

・

文
化
に
か
か
わ
る
権
益
が
十
分
保
障
さ
れ
ず

に
い
る
こ
と
が
列
挙
さ
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れ
た
。

国
一務
院
研
究
富
}課
題
組

[
二
〇
〇
六

工
ハ
三
]
に
よ
れ
ば
、
二
〇

〇

四
年

に
、
三
か
月
以
上
外
出

し
て
都
市

・
沿
海
部

に
出
稼
ぎ
に

行

っ
て

い
る
農
民
工
は

一
二

八
億
人
、
郷
鎮
企
業
で
働
く
農
民
工

は

丁

三
六
億
人
に
上
る
。
重
複
し
た
部
分

(
つ
ま
り
、
沿
海
部

の

郷
鎮
企
業

で
働
く
農
民
出
稼
ぎ
労
働
者
)
を
除
く
と
約
二
億
人
の
農

民
工
が
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

「農
民

工
問
題

四
〇
条
」

で
は
、
農
民
工
は
わ
が
国
の
改
革
開
放

と
工
業
化

、
都
市
化

の
過
程

で
現
れ
た
新
型
の
労
働
者
で
あ
り
、
都

市
の
繁
栄
、
農
村

の
発
展
お
よ
び
国
家

の
近
代
化
建
設
に
重
大
な
貢

献
を
し
て

い
る
と
、
農
民
工
の
果
た
す
役
割
を
積
極
的
に
評
価
す
る

一
方
、
現
存
す
る
多
く

の
問
題

は
少
な
か
ら
ぬ
社
会
的
矛
盾
や
ト
ラ

ブ

ル
を
引
き
起
こ
し

て
お
り
、
そ
れ
ら
を
き
ち
ん
と
解
決
す
る
こ
と

は
社
会
的
公
平
と
正
義

を
護
り
、
社
会

の
調
和
と
安
定
を
保
た
せ
る

上
で
必
要
不
可
欠
で
あ

る
と
、
農
属
工
問
題
の
危
険
性
も
認
め
、
問

題
解
決
の
意
義
が
強
調

さ
れ
た
ロ

「農
民
工
問
題
四
〇
条
」
を
制
定
す

る
狙

い
は
、
都
市
農
村
間
の

ア
ン
バ
ラ

ン
ス
的
発
展

を
是
正
し
、
農
民
工
の
合
法
的
な
権
益
を
保

障
し
、
農
民
工
の
就
業

環
境
を
改
善
し
、
秩
序
あ
る
合
理
的
な
農
村

余
剰
労
働
力
の
移
動
を
誘
導
し
、
全
面
的
な
小
康
社
会
の
建
設
プ

ロ

セ
ス
を
推

し
進
め
る
と

こ
ろ
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
の
基
本
原
則
が

い
く
つ
か
示
さ
れ
た
が
、
最
重
要
な
も
の
は
農

民
工
を
都
市
民
と
同
じ

よ
う
に
扱
い
、
両
者
が
平
等
の
待
遇
と
権
益

を
享
受
す
る
こ
と
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
移
住
、

職
業
選
択
、
就
労
条
件
、
医
療

・
年
金

・
労
災

・
失
業
な
ど
の
社
会

保
障
、
住
居
、
子
女
の
学
校
教
育
、
職
業
訓
練
な
ど
で
、
農
民
工
が

非
農
業
戸
籍
の
都
市
昆
と
同
じ
権
利
を
享
受

で
き
る
よ
う
に
戸
籍
制

度
を
含
め
様
々
な
制
度
改
革
を
深
め
て
い
く
と
力
説
さ
れ
る
。

社
会
の

「弱
勢
群
体
」
と
さ
れ
る
農
民
工
に
対
し
て
こ
こ
ま
で
踏

み
込
ん
だ
国
務
院
通
達

の
内
容
は
高
く
評
価

さ
れ
て
よ
い
。
前
近
代

的
な
戸
籍
制
度
に
基
づ
い
て
農
民
、
農
村
が
蓮

別
的
に
扱
わ
れ
、
都

市
と
農
村
、
ま
た
は
都
市
内
部
の
都
市
民
と
農

民
に
よ
る
二
重
構
造

を
打
ち
破

ろ
う
と
す
る
胡
錦
涛

・
温
家
宝
政
権

の
強
い
決
意
が
伺
え

る
か
ら
で
あ
る
。
裏
を
返
し
て
い
え
ば
、
そ
れ
以
前
の
中
国

で
は
農

民
工
が
ひ
ど
く
抑
圧
さ
れ
、
差
別
さ
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
も
で

ハ
ユ
へ

き
る
。

本
稿

で
は
、
上
述
し
た
農
民
工
政
策

の
大
転
換
を
踏
ま
え
、
農
民

工
と
い
う
決
し
て
小
さ
く
な
い
集
団

の
基
本
状

況
を
考
察
し
、
高
度

成
長
が
遂
げ
ら
れ
る

一
・万
、
そ
れ
を
底
辺
で
支

え
る
農
民
工
が
制
度

的

に
差
別
さ
れ
て
い
る
実
態
を
究
明
す
る
。
あ

わ
せ
て
、
農
民
工
政

策

の
変
遷
を
分
析
す
る
.
た
だ
し
、
本
稿

の
分
析
射
象
は
故
郷
を
離

れ
て
他
地
域
で
暮
ら
す
農
民
出
稼
ぎ
労
働
者

に
限
定
す
る
。

本
稿

の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
国
家
統
計
局
な

ど
政
府
機
関
の
行

っ
た
全
国
調
査

の
集
計
結
果
を
利
用
し
て
農
民
工

と
い
う
集
団
の
全
体
像
を
描
く
。
そ
れ
に
先
立

っ
て
、
各
調
査
の
概

要

を
簡
単
に
整
理
す
る
。
次

に
、
様

々
な
法

規
、
政
府
通
達
を
調
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べ
、
農
民

工
に
関
す
る
政
策

の
転
換
プ

ロ
セ
ス
、
政
策
転
換

の
背
景

を
考
察
す
る
。
最
後
に
現
代
中
国
に
存
在
す
る
農
民
工
問
題
の
本
質

を
指
摘
し

て
む
す
び
と
す
る
。

む
ろ
ん
、
農
民
τ
に
関
す
る
優
れ
た
先
行
研
究
は
参
考
文
献
に
あ

る
よ
う
に
た
く
さ
ん
あ
る
。
大
規
模
な
調
査
結
果
に
基
づ
い
た
学
術

研
究
書
も
あ
れ
ぱ

[例
え
ば
、
杜

・
白
編

一
九
九
八
、
趙

一
九
九

八
、
張

・
周
編

一
九
九

九
、
李

主
編

二
〇
Q

三
、

李

・
佐

藤

編

二
〇

Q
四
、

厳

二
〇
〇
五

a
、
察

・
白
編

二
〇

〇
六
]
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
鋭
い
目
で
捉
え
ら
れ
た
農
民
工
問
題
の
レ
ポ
ー

ト
も
多

い

[例
え
ば
、
葛

・
屈

一
九
九
三
、
鄭

一
九
九
三
、
余

・

胡

一
九
九
八
、
王

二
〇
〇
五
、
李

・
李

二
〇
Q
六
]
。
本
稿

で
は

先
行
研
究

を

フ
ォ
ロ
ー
し

つ
つ
、
最
近
の
調
査
資
料
な
ど
を
活
用
し

て
、
農
民
工
問
題

の
最
新
動
向
を
把
握
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

農
民
工
の
全
体
像

中
国
で
は
、
戸
籍
登
記
条
例
に
基
づ
く
人
口
の
転
出
ま
た
は
転
入

の
記
録

は
計
画
経
済

の
時
代
か
ら
公
安
機
関

で
行
わ
れ
て
き
て
い

る
。
と

こ
ろ
が
、
改
革
開
放
の
深
化
に
伴
い
戸
籍

の
転
出
入
を
せ
ず

に
、
農
村

か
ら
都
市
に
移
動
し
て
暮
ら
す
、

い
わ
ゆ
る
農
民
工
は

一

九
八
〇
年
代
末
急
増
し
始
め
た
。
農
民
工
に
対
す
る
政
府
や
世
論
の

態
度
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
移
動

へ
の
規
制

(
一
九
九
〇
年
代
初

め
ま
で
)
↓
秩
序
あ
る
移
動
の
誘
導

(九
三
年
以
降
の
約

一
〇
年
間
)

↓
移
動
促
進
、
農
民
工
の
権
利
保
障
で
都
市

・
農
村
労
働
市
場

の
統

一
化

(胡

・
温
新
体
制

が
発
足
し
た
二
〇
〇
三
年
以
降
)
と
大
き
く

変

っ
た
。
そ
れ
と
並
行

し
て
、
農
民
工
の
実
態

を
把
握
す
る
た
め
に

様
々
の
調
査
も
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
節
で
は
、
国
家
統
計
局
、
農
業
部
、
労
働
社
会
保
障
部
な
ど

で
行

っ
た
主
な
農
民
工
調
査
の
概
要゚
を
整
理
し
、
各
調
査

の
集
計
結

果
を
比
較
し
な
が
ら
、
農
罵
工
の
全
体
像
を
描

く
。

H

流
動
人
口

・
農
民
工
に
関
す
る
主
な
政
府
調
査

ω

人
ロ
セ
ン
サ
ス

ニ

%
人
口
抽
出
調
査

新
中
国
成
立
後

の
三
〇
余
年
間
に
全
人
口
を
対
象
と
す
る
セ
ン
サ

ス
が
三
囲
実
施
さ
れ
た

二

九
五
三
年
、
六
四
年
、
八
二
年
)
が
、

人
口
の
地
域
間
移
動
に
関
す
る
調
査
項
目
は
採

用
さ
れ
な
か

っ
た
。

日
本

の
国
勢
調
査
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、

一
定

の
期
間
内

で
居
佳
地

を
換
え
た
人
々
の
実
態
を
記
録
す
る
の
は

一
九
八
七
年

の

一
%
人
口

抽
出
調
・査
以
降

の
こ
と
で
あ
る
。

一
九
八
七
年
調
査
で
は
人
口
移
動
に
関
す
る
項
目
が
盛
り
込
ま
れ

た
。
そ
れ
で
、
調
査
時
ま
で
の
五
年
間
に
常

住
地
が
変
わ

っ
た
人

(期
間
移
動
人
口
)、
戸
籍
登
録
地
か
ら
半
・年
以
上
離
れ
て
他
地
域
に

住
む

【暫
住
移
動
人
口
h
の
姿
が
わ
か
る
よ
う

に
な

っ
た
。
こ
う
し

た
移
動
人

口
の
実
態
に
関
す
る
全
国
調
査
は
、

一
九
九
〇
年
と
二
〇

〇
〇
人
[
セ
ン
サ
ス
、
九
五
年
と
〇
五
年

一
%
人

口
抽
出
調
査

で
も

制
度
化
さ
れ

て
い
る
.

こ
の
系
列

の
調
査
結

果
か
ら
流
動
人
口
全
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体
、
農
業

戸
籍
人
口
、
就
業
目
的

の
流
動
人

口
な
ど
が
把
握
さ
れ

る
。
た
だ
し
、
五
年
間
隔

の
調
査
で
あ
る
た
め
毎
年
の
変
動
が
捉
え

ら
れ
な

い
こ
と
、
定
義

に
よ
り

一
定

の
期
聞
を
超
え
な
い
移
動
者
が

カ
バ
ー
さ
れ
な

い
こ
と
、
戸
籍

の
転
出
入
が
あ

っ
た
移
動
者
が
暫
住

移
動
人

口

の
対
象
に
は
な
ら
な

い
こ
と
等

の
欠
点

も
指
摘
さ
れ
る

[厳

二
〇

〇
五

a
]
。

②

国
家
統
計
局
農
村
調
査
隊
の
農
家
調
査

同
調
査

で
は
全
国
六
・八
万
農
家
世
帯
を
対
象
に
記
帳
調
査
が
行

わ
れ
る
が
、

一
九
九
七
年

か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
四
年
間
に
労
働

社
会
保
障
部

の
依
頼
が
あ
り

(と
思
わ
れ

る
)、
農
家
労
働
力
の
移

動
状
況
に
関
す
る
調
査
項
目
が
農
家
調
査
票
に
付
け
加
え
ら
れ
た
。

同
調
査

の
集
計
結
果
お
よ
び
簡
単
な
解
説
文
は

「農
村
労
働
力

の
利

用
お
よ
び
移
動
状
況
」
と
い
う
形
で
公
開
さ
れ
て
い
る

(労
働
社
会

保
障
部
H

P
)。
そ
れ
を
利
用
し
た
研
究
論
文

は
日
本
語

で
も
出

て

い
る

[丸

川

二
〇
〇
二
、
厳

二
〇
〇
二
]。

し
か
し
、
非
常
に
貴

重
な
調
査
資
料
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
個
票
を
用
い
た
よ
り
高
度

な
分
析

の
成
果
が
管
見

の
限
り
で
は
な
い
.
な
お
、

こ
の
調
査

で

は
、

「農

村
移
転
労
働
力
」
は
郷
鎮
内

の
非
農
業
に
従
事

し
て
、
ま

た
は
出
稼
ぎ
目
的
で
郷
鎮
外

へ
移
動
し
て
六
か
月
以
上
経
過
し
た
者

と
定
義
き

れ
る
。

こ
の
調
査
が
き

っ
か
け
と
な
っ
て
、
二
〇
〇

一
年
以
降
、
国
象
統

計
局

の
農
家
調
査
で
は
農
村
労
働
力

の
利
用
と
流
動
状
況
に
関
す
る

　
く
い

調
査
が
制

度
化
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
同
調
査
の
集
計
結
果

は
国
家
統
計
局
発
行

の
農
家
調
査
資
料
集
に
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、

『中
国
統
計
年
鑑
」
に
も
な

い
。
外
出
し
た
労
働
力

の
総
数

や
移
動

者

の
空
間
分
布
、
産
業
別
就
業
構
造
、
教
育
、
年
齢
な
ど
に
関
す
る

基
礎
デ
ー
タ
を
含
む
簡
単
な
調
査
報
告
は
定
期
的
に
公
表
さ
れ
る
だ

け
で
あ
る
、
不
満
は
多

い
が
、

こ
の
調
査

の
集
計
結
果
は
農
民
工
の

全
体
像
を
把
握
す
る
上

で
も

っ
と
も
優
れ
た
も

の
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
て
よ

い
。
な
お
、

こ
の
調
査

で
定
義
さ
れ

る
外
出
労
働
力
と

は
、
戸
籍
所
在
地
の
郷
鎮
か
ら
外
出
し
て

一
か
月
以
上

の
出
稼
ぎ
労

働
者
を
指
し
、
調
査
時
に
就
業
し
て
い
る
者
と

し
て
い
な
い
者

の
両

方
が
含
ま
れ
る
。
前
述

の

一
九
九
七
年
か
ら

二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
調

査

で
定
義
さ
れ
た
も
の
と
異
な
る
こ
と
を
注
意
さ
れ
た
い
。

㈹

農
業
部
農
村
固
定
観
察
点
の
農
家
調
査

こ
の
調
査
は

一
九
八
六
年
か
ら
始
ま

っ
た
も

の
で
あ
り
、

一
部

の

年
次
が
欠
落
し
た
も
の
の
、
同
類
調
査
の
中

で
も

っ
と
も
長
い
歴
史

を
持

つ
。
調
査
対
象

の
農
家
世
帯
数
は
お
よ
そ

二
万
戸
、
一.一〇
〇
余

り

の
村
と
規
模
が
比
較
的
小
さ
い
。
し
か
し
、

国
家
統
計
局
の
家
計

調
査

で
収
支
、
生
活
な
ど
に
重
点
が
置
か
れ
る

の
と
対
照
的

に
、
固

定
観
察
点
調
査

で
は
農
家
の
経
営
、
労
働
力

の
利
用
な
ど
に
関
し
て

多
く

の
項
目
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
統
計
局
の
家
計
調
査

と
何
点
か
で
異
な
っ
て
い
る
。
外
出
労
働
力
は
郷
鎮
か
ら
出
稼
ぎ
に

行

っ
て
三
か
月
以
上
経
過
し
た
者
と
さ
れ
、
行
き
先
、
外
出
者
の
属

性
な
ど
に
関
す
る
情
報
も
少
な
い
。
調
査
結
果

の
公
表

は
必
ず
し
も

定
期
的

で
な
く
、

一
般

に
は
そ
れ
を
利
用
す
る
頻
度
は
低

い
よ
う
に

70



ムヨ
ヒ

思
わ
れ
る
。

㈲

労
働
社
会
保
障
部

の
農
村
労
働
力
就
業
調
査

中
国
の
労
働
行
政
は
旧
来
、
主
と
し
て
都
市
部

の
企
業
な
ど
の
就

業
、
賃
金

な
ど
に
関
す
る
業
務
を
担
当
し
、
農
村
部

の
就
業
政
策
や

農
民
工

の
移
動

・
就
業
∵

福
祉

に
関
し
て
は

ノ
ー
タ

ッ
チ

で
あ

っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
農
村
労
働
力

の
地
域
間
移
動
が
政
策
的

に
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な

う
た

一
九
九
〇
年
代
中
頃
に
入

っ
て
か
ら
、
労
働
社

会
保
障
部

は
農
民
工

の
就
業
実
態
や
農
村
労
働
力

の
就
業
促
進
に
関

す
る
調
査

を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

最
初

の
農
家
調
査
は

一
九
九
五
年

一
月
に
英

・
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
と
共
同
し
て
行

わ
れ
た
四
〇
〇
〇
農
家
世
帯

の
就
業
調
査

で

あ

っ
た
,
集
計
資
料

の
冊
子
が
あ
り
、
そ
れ
を
基
に
し
た
研
究
報
告

雷
も
公
刊
さ
れ
て
い
る

[張

・
周
編

一
九
九
九
]。
そ
の
後
、
国
家

統
計
局
の
協
力
を
得

て
農
家
労
働
力

の
利
用
調
査
が
四
年
間
行
わ
れ

た

(
一
九
九
七
年
～
.
一〇
〇
〇
年
。
前
述
)
。
そ
れ
と
並
行
し
て
労

働
社
会
保
障
部
独
自

の
農
村
労
働
力

の
移
動
状
況
に
関
す
る
調
査

シ

ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、
全
国
各
地
か
ら
代
表
的
な

一
〇

〇
地
点

(主
要
な
労
働
力

の
移
出
地
五
八
、
移
入
地
三
四
、
中
継
地

一
四
、
た
だ
、
六

つ
の
中
継
地
が
移
入
地
と
重
な
る
)
が
選
ば
れ
、

そ

こ
に
お
け
る
労
働
力
の
移
動
、
就
業
な
ど
に
関
す
る
調
査
が
定
期

的
に
行
わ
れ
、
集
計
結
果
は
四
半
期
ご
と
に
詳
し
く
公
表
さ
れ
た
。

と

こ
ろ
が
、
な
ぜ

か
こ
の
調
査
も
二
〇
Q
二
年
ま

で
の
三
年
間
で
終

へ
ほ
り

わ

っ

て
し
ま

っ
た

よ

う

だ

。

二
〇
〇
四
年
か
ら
全
国
の
主
要
都
市
で
労
働
力

の
需
給
状
況
に
関

す
る
調
査

シ
ス
テ
ム
が
新
た
に
作
動
し
、
農
民
工
を
含
む
都
市
労
働

市
場
に
お
け
る
求
人
、
求
職
情
報
が
よ
り
詳
細

に
統
計
、
公
表
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
推
測
だ
が
、
労
働
行
政

で
は
農
村
労
働
力

の
移
動
状
況
な
ど
に
関
す
る
調
査
は
農
村
か
ら
都
市

へ
と
そ
の
重
点

を
移
し
た
よ
う
だ
、

口

農
民
工
の
諸
相

国
務
院
研
究
室
課
題
組

[二
〇
〇
六
]
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
四
年

の
中
国

で
は
、
製
造
業
、
建
設
業
お
よ
び
第

三
次
産
業

で
働
く
農
民

工
は
そ
れ
ぞ
れ
の
六
八
%
、
八
〇
%
、
五
二
%
を
占

め
る
と
い
う
。

沿
海
部

の
様
々
な
企
業

の
生
産

ラ
イ

ン
、
ビ

ル
や
道
路

の
工
事
現

場
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
商
店
等
な
ど
で
見
か
け
る
若
者
の
大
半
は
農
民

工
集
団

の
構
成

メ
ン
バ
ー
な
の
で
あ
る
。
農

民
工
の
総
数
は
い
っ
た

い
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
、
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
属
性
を
持
ち
、
い
か

な
る
形

で
地
域
間
を
移
動
し
て
い
る
の
か
。

ω

農
民
工
の
規
模

人
ロ
セ
ン
サ
ス
な
ど
に
基
づ
く
推
計
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
総
人
口

は
二
〇
〇
四
年
に

=
二
億
人
に
達
し
、
そ
の
四

一
%
に
当
た
る
五
億

四
〇
〇
〇
万
人
が
都
市
部
に
住
ん
で
い
る
と

さ
れ
る
。
し
か
し
、
公

安
行
政

で
行
わ
れ
る
戸
籍
統
計
で
は
、
同
年

の
都
市
人
口
は
三
憶
六

〇
〇
〇
万
人
と
な
っ
て
い
る
。
二

つ
の
統
計

に

一
億
八
〇
〇
〇
万
人

の
開
き
が
あ
る
。
人
ロ
セ
ン
サ
ス
が
現
住
地

を
、
公
安
行
政

の
人
ロ

盤民工と農民工政策の変遣71



暫住移 動 人 口の推 移

単位:万 人、%

表1

総人数 対前期比

1995年1%人 口調査

2000隼 人ロセンサス

2005年1%人 口調査

臼1017

14,43J

14,735

14x.0

2.t

注:暫 住移動人口 とは戸籍 登録地か ら半年以上離れ

て他地域 に居住 してい る者 と定義 され るc移 動

後、現 舵地 の戸籍 を取得 して いる者 は含 まれな
い。

統
計
が
戸
籍

登
録
地

を
、
原

則
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、

両
者
の
開
き
は
主

に
農
村

に

戸
籍
を
残
し
た
ま
ま
都
市
部

に
移
り
住
ん
で

い
る
農
民
工

お
よ
び
そ

の
家
族

の
総
数
だ

な
エ

と
考
え
ら
れ
る
。

表

1
に
示
さ
れ
た
人
ロ
セ

ン
サ
ス
ま
た
は

一
%
人
口
抽

出
調
査

の
集
計
結
果
と
較

べ

て
、

こ
う
し
た
推
測

は
妥
当

な
も
の
と

い
え
る
。

理
由

は

こ
う
で
あ
る
。

二
〇

Q
O
年

上
海
市
流
動
人

口
調
査
に
よ

れ
ば
、
戸
籍
登
録
地

か
ら
離
れ

て
半
年
未
満
の
者
は
総
流
動
人
口
の

一
二

%
を
占

め
る

[厳

二
〇
〇
五
b
]、
全
国
も
ほ
ぼ
同
じ
状
況
だ

と
す
れ
ば

、
お
よ
そ
三
六
〇
〇
万
人

の
流
動
人
口
が
実
際
都
市
部

に

住
ん
で
い
な
が
ら
、
セ

ン
サ

ス
な
ど
で
は
そ
れ
が
捉
え
ら
れ
て
い
な

い
と

い
う

こ
と
に
な
る
。

も
ち
ろ
ん
、
都
市
部

の
非
農
業
人

口
も
地
域
間
で
移
動
し
て
い
る

し
、
就
労

し
て
い
な
い
子
供
も
中

に
含
ま
れ
る
の
で
、

一
億
八
〇
〇

〇
万
人
と

い
う
数
字
は
農
民
工

の
規
模
を
示
す
も
の
と
し
て
大
ま
か

す
ぎ
る
。

そ
こ
で
、
よ
り
専
門
的
な
全
国
調
査

の
資
料
を
吟
味
す
る

必
要
が
あ
る
。

図
1
は
農
業
部
固
定
観
察
点
農
家
調
査
を
基

に
作
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
同
図
の
脚
注
に
あ
る
よ
う
に
、

こ
の
調
査
の
対
象
と
な
る

も
の
は
村
外

の
企
業
な
ど
で
三
か
月
以
上
働

い
た
も
の
と
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
郷
鎮
内
村
外
の
者
も
含
ま
れ

る
。

こ
の
点
は
後
に
述

べ
る
国
家
統
計
局
な
ど
の
調
査
と
異
な

っ
て

い
る
。

同
図
よ
り
、
農
村
か
ら
外
出
し
た
農
民
工
の
規
模
が
非
運
続
的

に

拡
大
し
て
い
っ
た
と
い
う
特
徴
が
見
て
取
れ
よ

う
。
具
体
的
に
い
う

と
、

一
九
八
〇
年
代
、

一
九
九
〇
年
代
と
二
〇
Q
O
年
代
の
三

つ
の

期
間
に
お
い
て
、
年
末
農
村
労
働
力
数
に
占

め
る
外
出
農
民
工
の
割

合
は
そ
れ
ぞ
れ
六
～
七
%
、

一
一
～

一
四
%
、

一
九
～

二

一
%
と
階

段
を
昇
る
よ
う
な
形
で
上
昇
し
た
も
の
の
、
各
期
聞
内

で
は
同
割
合

が
比
較
的
安
定
し
た
。

ま
た
、
外
出
農
民
工
の
割
合
と
農
村
就
業
者
数
を
用

い
て
外
出
農

民
工
の
総
数
が
推
計
さ
れ
る
。
こ
ち
ら
も
非
連
続
的
な
増
加
傾
向
を

見
せ
た
。
八
〇
年
代
、
九
〇
年
代
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
お
け
る
外
出

農
民
工
は
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
〇
〇
万
人
弱
、
六
〇
〇
〇
万
人
前
後
、

一

億
程
度
と
推
計
さ
れ
る
。
農
家
労
働
力
が
な
ぜ

こ
う
し
た
外
出
行
動

を
と

っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
次
節
の
農
民
工
政

策
の
転
換
過
程

で
詳

....]v
述

べ
る
、

固
定
観
察
点
農
家
調
査
が
約
二
万
農
家
世
帯

を
対
象
と
し
て
い
る

の
で
、
そ
れ
に
基
づ
く
推
計
結
果
を
規
模
の
よ
り
大
き
い
国
家
統
計

局
農
家
調
査

(約
七
万
農
家
世
帯
)
の
結
果
と
比
較
し
て
、
外
出
農

7ユ



図1外 出農 民 工 の割 合 と総 数

注:1)外 出労働力 とは、主 に村外の企業 などで働 く農家労働力。
2)外 出の期間は3か 月以 ヒと定義 され る、

3)外 出労働力の総数 は郷村就業者数 に基・つ く推 計値である。

出所:農 村固定観察点弁公室編[DUI].r中 国統計年鑑」等 より作成。

民
工
の
規
模
な
ど
を
確
か
め
た
い
。
表
2
は
そ

れ
で
あ
る

(た
だ
、

郷
鎮
以
外

へ

一
か
月
以
上
出
稼
ぎ
に
行

っ
て

い
る
者
)。

表
2
に
よ
る
と
、
二
〇
〇

二
年
か
ら
〇
五
年

に
か
け
て
、
外
出
し

た
農
民
工
の
総
数
は

一
億
四
七
〇
万
人
か
ら

]
億

二
五
七
八
万
人

へ

と
二
〇
〇
〇
万
人
余
り
増
え
た
。
農
村
労
働
力

に
占

め
る
割
合
は
二

一
・七
%
か
ら
二
五
・○
%
に
上
昇
し
た
。

い
ず

れ
も
農
業
部
固
定
観

察
点
の
調
査
結
果
を
上
回

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
両
者

で
定
義
し
た
外

出
期
間

の
違
い
を
考
え
る
と
、

一
〇
〇
〇
万
人
余
り
、
二
%
ポ
イ
ン

ト
の
開
き
が
あ

っ
て
も
あ
な
が
ち
聞
違

い
と
は

い
え
な
い
と
思
わ
れ

る
。
む
し
ろ
、
当
然

の
結
果
と

い
う
べ
き

で
あ

る
。

二
〇
〇
〇
年
人
ロ
セ
ン
サ
ス
と
〇
五
年

一
%
人
口
抽
出
調
査
で
把

握
さ
れ
た

「暫
住
移
動
人

口
」

(・表
1
}
を
み
る
と
、

こ
の
五
年
間

で
戸
籍
登
録
地
か
ら
離
れ
て
他
地
域

に
住
ん

で
い
る
流
動
人
口
は
わ

ず
か
二
九
六
万
人
増
え
た
だ
け
で
あ

っ
た
、

伸
び
率
は
た
だ
の
二
・

一
%
で
、

一
九
九
〇
年
代
後
半
の

「
四
〇
%
増
と
比

べ
も
の
に
な
ら

な
い
.
外
出
し
て
半
年
未
満

の
農
民
工
が
棺
対

的
に
増
大
し
た
の
は

最
大

の
原
因
で
あ
ろ
う
,
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
統
計

の
外
出
期
間
を

い
か
に
定
め
る
か
に
よ

っ
て
、
調
査

で
カ
バ
ー
さ
れ
る
農
民
工
の
数

は
大
き
く
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
う

こ
と
に
な
る
.

国
家
統
計
局
農
家
調
査

で
は
、
ほ
か
に
見

ら
れ
な

い
指
標

も
あ

る
、
蟻
家
離
村
を
し
た
農
民
工
の
規
模

で
あ

る
.
表
2
の
よ
う
に
、

二
〇
〇
二
年
に
は
挙
家
離
村

の
農
民
工
は
二
三
五
〇
万
人
に
達
し
、

外
出
農
民
工
全
体

の
二

一
・七
%
を
占
め
た
。
挙
家
離
村

の
規
模

は

民工と農民工政策の変遷73



外出農民工の規僕および学歴別構成比

単位:万 人、%

表2

2002 203 2α}4 EUO5

概

況

外出農民工数

対農村労働力比

挙家離村者数

対外出農民工比

10,47U
'?1

.7

2,350

Z2.4

uβgo

23.2

2,430

×1.3

11,$3

2呂.S

2,470

2α9

12,578

25.0

2.65

?1.1

学

歴

別

等

小学校以下

中学校程度

高校程度

大専以上

22.6

62.7

!4.O

U.7

18.6

66.3

]Q.8

4.3

184

fi5.5

1L5

4.6

16.5

67.3

10.7

5.5

専門研修あり 12.5 ZU.7 282 34.4

注:2002年 の学 歴別構 成比 は地元の郷鎮企業 で働 く者 および外出農 民

工の両方を含むr農 村移転労働 力1の ことである。

出所:1国 家統計局繕表の外出農民工調査報 告」(各 年}を もとに筆者作

成6

そ
の
後
も
拡
大
し
続
け
る
が
、
対
全
体
比
は
ほ
ぼ

二
割
強
で
安
定
し

て
い
る
。
彼
ら
は
戸
籍
を
故
郷
に
残
し
な
が
ら
、
都
市
部
、
沿
海
部

で
仕
事
し
暮
ら
し
て
い
る
、
実
質
的
な
国
内
移

民
で
は
あ
る
が
、
戸

籍
制
度
の
転
出
入
が
依
然
厳
し
く
制
限
さ
れ

て
い
る
た
め
、
現
住
地

　
ま
ザ

の
公
民
ま
た
は
市
民
に
は
な
れ
ず
に
い
る
。

そ
れ
で
も
、

一
九
八
〇

年
代

の

「離
土
不
離
郷
」
と
比
較
し
で
み
れ
ば
、
大
き
な
前
進
が

あ

っ
た
と
評
価
さ
れ
よ
う
.
国
務
院
研
究
室
課
題
組

[
二
〇
〇
六
]

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入

っ
て
か
ら
、
農
民
工
現

象

の
深
層

に
三

つ
の
大
き
な
転
換
が
発
生
し

つ
つ
あ
る
.
す
な
わ

ち
、
農
業
と
非
農
業
の
兼
業
就
業
か
ら
非
農
業

の
専
業

へ
、
農
村

・

都
市
間
で
の
流
動
か
ら
都
市
社
会

へ
の
溶
解

へ
、
生
存
目
的
の
出
稼

ぎ

か
ら
平
等
の
迫
求

へ
、
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
出
稼
ぎ
に
外
出
す
る
に
当
た
り
、
専
門
的
な
技
術
研

修
な
ど
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
か
と

い
う
質
閥

に
対
し
て
、
表
2
に

あ
る
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。
二
〇
〇

二
年

か
ら
〇
四
年
ま
で
の

数
年
間
で
、
専
門
研
修
経
験
者

の
比
率
は

一
割
強
か
ら
三
分
の

一
程

度

に
ま
で
上
昇
し
た
も
の
の
、
大
多
数

の
農
民
工
が
学
校
教
育
で
身

に
つ
け
た
汎
用
的
な
能
力
以
外

に
、
特
別
な
技
能
を
何

一
つ
持
た
ず

に
未
知
の
都
市
世
界

へ
飛
び
込
ん
で
い
っ
た
様
子
が
浮
か
び
上
が

る
、
そ
れ

で
は
農

民
工
は

よ
い
仕
事

に
就

け
る
は
ず

も
な

い
だ

ハ
リ
ソ

ろ
う
。

②

農
民
工
の
属
性

農
民
工
の
属
性
に
関
し
て
は
、
国
家
統
計
局
農
家
調
査
か
ら
何
点

74



農民工の平均年齢および年齢階層別構成比

単位:歳 、%

表3

平均年齢 16-20歳 21-25歳 26-30畿 31-9U歳 41,E以 上

2001

20U2

2003

2004

27呂

28.3

含82

28.6

222

202

13.5

18.3

2ε"

2価,1

27.8

27.1

!6」

]5.9

15.E

15.9

222

24』

23』

23.2

12.7

13.8

14.1

15.5

出所:国 務院研究室課題 組[200田 よ り作成.元 デー タは国家統計局農家調査O

か
旧
来
言
わ
れ
て
き
た
特
徴
が
改

め
て
確
認

で
き
る
。
第

一
に
、
男

性
と
女
性

の
割
合
は
ほ
ぼ

二
対

一

で
あ
る
が
、
地
域
別
に
は
産
業
構

造
の
違

い
に
よ
っ
て
男
女
の
構
成

比
が
異
な
る
。
例
え
ば
、
組
立
産

業
が
集
積
す
る
珠
江
デ
ル
タ
で
は

女
性

の
罰
合
は
三
七
・
四
%
と
全

体
平
均
を
四
%
ポ
イ
ン
ト
上
回

っ

た
。第

二
に
、
農
民
工
の
教
育
水゚
準

は
年
々
高
ま

っ
て
い
る
。
中
卒
-以

上
の
対
全
体
比
は
二
〇
〇
五
年
に

八
三
・五
%

へ
と
全
国
農
村
平
均

よ
り
二
〇
%
ポ
イ
ン
ト
高

い
。
中

で
も
大
専
以
上
の
学
歴
を
持

つ
農

民
工
が
急
増
し
、
〇
五
年
に
は
全

体

の
五

・五
%
を
占
め
る
よ
う
に

な

っ
た

(表

2
)。

第
三
に
、
農
民
工
の
平
均
年
齢

は
、
・表
3
に
あ
る
よ
う
に
二
八
歳

ぐ
ら
い
で
安
定
し
て
い
る
。
年
齢

階
層
別

に
見
る
と
、
二
〇
歳
代
、

三
〇
歳
代

の
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
変
ら
ず
、

.
○
歳
代
後
半
が
四
%
ポ

イ
ン
ト
下
が
り
、
四
〇
歳
代
以
上
が
三
%
ポ
イ

ン
ト
上

が
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
以
下

の
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
.
す
な

わ
ち
、

一
人

っ
子
政
策
の
影
響

で
中
国
で
も
少
子
化
が
進
み
、
若
年

労
働
力
の
供
給
が
絶
対
的
に
減
少
し
始
め
て

い
る
。
そ
れ
に
伴
う
若

年
労
働
力

の
供
給
減
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
他
方
で
は
、

高
度
成
長
の
な
か
で
労
働
需
要
が
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い
る
。
若
年

労
働
力

の
供
給
減
を
補
う
形

で
四
〇
歳
代
以
上

の
供
給
増
が
も
た
ら

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
二

一
歳
～
四
〇
歳

の
青
壮
年
層

の
割
合

が
ほ
と
ん
ど
変
ら

な

い
こ
と
か
ら
、
「農
民
工
」
と
い
う
社
会
現
象

の
本
質

が
見
え
て

く
る
。
戸
籍
の
転
出
入
が
な
い
た
め
、
農
民
工

は

「流
動
人
口
」
と

し
て
都
市
部
、
沿
海
地
域

に

「暫
住
」
す
る
し
か
な

い
。
労
働
力
と

し
て
の
利
用
価
値

が
あ
る
う
ち
は
、
滞
在

す

る
こ
と
が
許

さ
れ
る

が
、
生
産
ラ
イ

ン
の
き
め
細
か
な
手
作
業
を

こ
な
す
集
中
力
、
あ
る

い
は
工
事
現
場
で
必
要
と
さ
れ
る
体
力
が
弱
ま

っ
て
し
ま
う
と
、
農

民
工
は
役
立
た
な
い
廃
晶
の
よ
う
に
放
り
出
さ

れ
て
、
そ
し
て
故
郷

に
帰
還
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
.
表
3

は
そ
の
よ
う
な
厳
然
た

る
事
実
を
物
語

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

偶

農
民
工
の
地
域
間
移
動

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
地
域
間
人
口
移
動

の
基
本
構
造
に
関
し
て

人
ロ
セ
ン
サ
ス
を
用
い
た
厳

[二
〇
〇
五

a
]
が
あ
る
が
、
農
民
工

の
空
間
的
分
布
、

つ
ま
り
、
農
民
工
が
ど
こ
か
ら
ど
こ

へ
移
動
し
て

農民工 と農民工政策の変遷乃



農民工の地域聞移動OD表(200q年)表4

単 位:万 人 、%

外出の濃民工 移入地 ・構成比 移出地
別

構成比

移入地 ・総人数

総人数
封農村
労働力比

東部へ 中部へ 西部 へ 東部へ 中部へ 西部 へ

東部から

中部から

西部から

3.93

4,728

3,1G1

19.8

27.2

×5.4

Jfi.G

ε52

41.o

窪」

32.8

2.9

o.8

1.8

55.8

33.3

1Fl

E6.7

3,8xO

3,383

1,X96

83

1,551

92

31

85

1,TG4

全 国 n,823 23.8 70.0 14.2 15.G 1i1Q.A 8,275 1,679 1,844

注:移 入地 の構成比 ほ挙家離村 を除 く、常住世帯 を慕 に したもので.移 入地 の総 人数は挙

家離村の地域分布 が常住世帯 か らの農罠工のそれ と同 じ前提で推計 され たものである。

出所:国 務院研究室躁題組[2006]よ ウ作成。元デー タは国家統計局農家調査D

い
る
か

に

つ
い
て

は
、
必
ず
し
も
明
ら

ハの
レ

か
で
は
な

い
。

表
4
は
農
民
工

の

地
域
間
移
動
O
D
表

で
あ
り
、
郷
鎮
以
外

へ
一
か
月
以
上
離
れ

た
農
民
工
全
体

の
空

間
分
布
を
表
し
て
い

る
。
同
表
か
ら
農
民

工
の
地
域
間
移
動
に

関
す
る
主
な
特
徴
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
ず
は
東
部
、

中
部
と
西
部
の
間
に

外
出
農
民
工
の
対
農

村
労
働
力
比
が
か
な

り
異
な

っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
経
済
発

展
が
相
対
的
に
遅
れ

た
中

・
西
部
の
そ
れ

は
東
部
地
域
よ
り
著

し
く
高
い
。
雇
用
機

会
の
多

い
東
部
で
は
郷
鎮
以
外

へ
わ
ざ
と
出
稼
ぎ

に
行
く
必
要
性
が

低
く
、
逆

に
中

・
西
部
で
は
地
元

の
雇
用
機
会

が
少
な
く
、
非
農
業

で
就
業
し
よ
う
と
し
た
ら
遠
く
の
沿
海
部
、
都
市
部

へ
外
出
す
る
し

か
な
い
、
と

い
う

こ
と
が

で
き
よ
う
.
国
家
統
計
局

の
農
家
調
査

[国
務
院
研
究
室
課
題
組

二
〇
〇
六
]
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
四
年
に

省
区
の
外

へ
出
稼
ぎ
に
行

っ
て
い
る
農
民
工

の
対
全
対
比
が
六
〇
%

を
超
え
た
地
域
は
九

つ
を
数
え
る

(安
徽
八
五

%
、
江
西
八
六
%
、

湖
南
七
三
%
、
湖
北
七

一
%
、
河
南
六
四
%
、
広
西
七
⊥ハ
%
、
出量
慮
肌

六
四
%
、
四
川
六
三
%
、
貴
州
八
〇
%
)。

次
に
、
中

・
西
部
が
農
民
工
の
移
・出
地
、
東
部
が
農
民
工
の
移
入

地
と
い
う
構
図
が
存
在
す
る
。
二
〇
〇
四
年

に
農
民
工
全
体
の
三
分

の

一
を
供
給
す
る
東
部
だ
が
、
そ
こ
で
働
く
者

は
農
民
工
の
七
〇
%

を
占
め
る
。
中
西
部
は
ち
ょ
う
ど
反
対
の
様
子
を
呈
し
た

(い
ず
れ

も
非
挙
家
離
村

の
農
民
工
を
基
に
算
出
)。

第
三
に
、
東
部
地
域

の
農
民

工
の
ほ
と
ん
ど
が
同
じ
東
部

に
留

ま

っ
て
い
る
の
と
対
照
的
に
、
中
部
農
民
工

の
約
三
分

の
二
、
西
部

農
民
工
の
四
割
強
が
東
部
地
域

で
仕
事
を
し

て
い
る
。
当
然

の
結
果

で
あ
ろ
う
が
、
農
民
工
の
東
部
集
中
が
非
常
に
突
出
し
て
い
る
こ
と

は
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
東
部
集
中

で
あ

っ
て
も

]
極
集
中

で
は
な

い
。
確
か
に
広
東
省
だ
け
で
も
農
民

工
の
二
八
・四
%
が
働

い
て
い
る
が
、
漸
江
、
江
蘇
、
山
東
、
上
海
、
福
建
、
北
京
に
も
た

く
さ
ん
の
農
民
工
が
暮

ら
し

て
い
る

(そ
れ
ぞ
れ
八

二

%
、
六

・

八
%
、
四
・
七
%
、
四
・
四
%
、

四
・二
%
、

三
・
八
%
。

二
〇
〇

四

丁6



農村移転労働力の規模と移入先別構成比 〔!999年〕

単 位:万 人 、%

表5

移動者数の 移入先別構成比

合計 省都 市級都市 県級都市 建制鎮 農村部

全体1997 t[gyp 12.7 12.1 13.o 15.8 46.4

全体1鮒8 11X? !1.0 12.6 t4.3 1臼.6 42.6

構 全体1999 lUl7 II.7 13.q 74.2 273 33.9

成

比 全 体111 100 13.2 14.E 1:3.5 24.5 342

省際移動 Ioo 3d.d X9.7 1fi.1 15.4 9.3

省内移動 1[1Q 7.6 9.4 【2.7 27.8 42.5

全体]99T 6,313 1ρ54 1,0U8 1,081 1,31G :1,854

全体1998 9.57 iρ49 1,200 止,361 1謁72 4,U64

総

人
全体1999 10,107 lJア8 1,311 1,43i 2,751 a,425

数 全体2000 11,340 1,497 11548 1,535 2,783 :i,$77

省際移動 ,853 B5fi 8q5 45$ 427 265

省内移動 8,487 匠41 say 1,478 2,35fi 3,610

注:「 農村移転 労働 力」 は、郷 内の非農業産 業に勤 めて6か 月以上、または就業 目的で郷外
へ6か 月以上流出 した労働力 と定 義され る。婚姻、就学などで離村 した者 は含まないa

出所:労 働社会保陣部HPな どよ り作成。

年
)
[国
曲粉
院
研
究
室
課
題
組
「
二
〇
〇
六

"
一
〇

一
]
。

ま
た
、
農
民
工
が
ど
の
よ
う
な
場
所
で
働

い
て
い
る
か
に
関
し
て

輿
味
深

い
調
査
結
果
が
あ
る
。
表
5
、
表
6
は
同
じ
国
家
統
計
局
農

家
調
査
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
の
調
査
結
果
で
は
あ
る
が
、
調
査
目

的
の
相
違
に
よ
り
移
動
労
働
力

の
定
義
が
微
妙

に
異
な

っ
て
い
る
。

表
5
は
非
農
業
に
従
事
し
て
い
る
郷
鎮
内
お
よ
び
郷
鎮
外
の

「農
村

移
転
労
働
力
」
で
あ
り
、
期
間
が
六
か
月
以
上

の
も
の
に
限
定
さ
れ

る
の
に
対
し
て
、
表
6
は
郷
鎮
以
外

へ
、

一
か
月
以
上
離
れ
た
出
稼

ぎ
労
働
者

の
状
況
を
・表
す
も
の
で
あ
る
。

定
義
が
違
う
た
め
、
移
動
者
総
数
を
前
述
し
た
も
の
と
比
較

で
き

な
い
が
、
農
民
工
の
働
く
場
所
の
分
布

に
つ
い
て
は
以
下

の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
が
描
か
れ
よ
う
。

つ
ま
り
、
省

(区
市
)
都
、
市
級
都
市

お
よ
び
県
級
都
市
に
お
け
る
農
民
工
の
対
全
体
比
は
わ
ず
か
な
変
化

が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
か
な
り
安
定
し
て
い
る
。

一
九
九
七
年
か
ら

二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
四
年
聞
に
、
三
者

の
小
計
は
三
八
～

四

一
%
で

あ

っ
た
。
そ
れ
と
対
照
的
に
、
農
村
部
、
建
制

鎮
の
割
合

は
そ
れ
ぞ

れ

一
〇
%
ポ
イ
ン
ト
の
低
下
、
上
昇

で
あ

っ
た
。

こ
の
問

に
郷
が
鎮

ぬ
け
ね

に
変
更
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
多
く
あ

っ
た
こ
と
も
影
響
し
た
と
考
え
ら

れ
る
が
、
大
都
市

の
農
民
工
を
受
け
入
れ
る
余
力
が
次
第

に
低
下
し

た

こ
と
も
指
摘
さ
れ
よ
う
。
実
際
、
人
ロ
セ

ン
サ
ス
か
ら
も
似
通
う

現
象
が
確
認
さ
れ
て
い
る

[厳

二
〇
〇
五

a
]。

「農
村
移
転
労
働
力
」

の
約
二
五
%
は
省

(区
市
)

の
間

で
移
動

し
た
が
、
こ
の
部
分
の
滞
在
先
を
省

(区
市
)
内

で
移
動
し
た
者
の

農民工と農民工政策の変避77



表6農 民工の移入先別構成此の変化
単 位 二万 人.%

m工 総数 直轄市 省郷 市級都市 県級都市 建制鎮 その他 合計

2001

app?

?O(}3

20〔睦

n.a

lO,470

i1,39A

11,823

8.2

8.4

9.5

9.6

2i.8

1.Z

19.6

8.5

2i.2

27.2

3L呂

コ4.3

ai.a

21.1

20.E

2U.5

1ヨ.0

12.9

11.6

11.4

卸

92

7.1

5.7

9J.9

亘oo.o

aD.4

100.0

注:原 書には説明はないが、省(区 市)際 移動人 口の移入先別構 成だ と思われる5

出所:国 務院研究室課題組[2006:102]よ り作成。元データは国家統計局農家調査

そ
れ

(
一
七
%
)
と
較
べ
て
、

市
級
以
上
都
市

の
比
率

が
非
常

に
高

い

(六
割
程
度
)
こ
と
が

わ
か
る
。
農
民
工
の
移
動
す
る

範
囲

の
違

い
に
よ

っ
て
移
入
先

が
ず

い
ぶ
ん
異
な

っ
た
こ
と
は

興
味
深

い
。

と
こ
ろ
が
、
郷
鎮
以
外

へ
の

農
民
工
の
地
域
分
布

(表
6
)

を
見
る
と
、
や
や
難
解
な
数
字

が
出
て
い
る
。
表

6
で
は
市
級

都
市
が
農
民
工
を
受
け
入
れ
る

最
も
重
要
な
移
入
地
と
な
り
、

し

か
も
そ

の
重
要
性

が
年
を

追

っ
て
高
ま
り

つ
つ
あ
る
。
そ

れ
に
対
し
て
、
省
都
は
農
民
工

の
働
く
場
所
と
し
て
そ
の
役
割

が
幾
分
低
下

し
て
い
る
よ
う
に

も
見
え
る
。
県
級
都
市
、
建
制

鎮
も
同
じ
だ
.

同
じ
国
家
統
計
局
農
家
調
査

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
調
査
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
定
義

の
微
調
整
だ
け
で
こ
ん
な
相
違
が
現
れ
た
の
は
ど
う
し
て
で
あ
ろ
う

か
。
実
に
表
5
の
省
際
移
動

の
構
成
を
よ
く
見

て
み
る
と
、
そ
れ
が

表
6
の
数
字
と
か
な
り
近

い
こ
と
に
気
づ
く
。

だ
か
ら
と

い
っ
て
、

郷
鎮
以
外

へ
移
出
し
た
農
民
工
は
省
際
移
動
を

し
た
者
と
同
じ
だ
と

い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
表
6
に
は
郷
鎮
外
県
内
、
お
よ
び
県
外

省
内
の
部
分
も
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
統
計

の
取
り
方
が
変

っ
た

こ
と
に
起
因
し
た
も
の
な
の
か
、
移
動
期
間
の
定
義
が
変

っ
た
た
め

か
、
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
事
実
を
指

摘
す
る
に
留
め
て
お
こ
う
、

二

農
民
工
政
策
の
変
遷

農
民
工
政
策
は
農
民
工
の
移
動
、
就
業
、
社
会
保
障
な
ど
に
関
す

る
政
策

の
総
称

で
あ
る
。
農
民
工
は
都
市
部
に
住
み
非
農
業
に
従
事

し
て
い
な
が
ら
、
そ
の
戸
籍

つ
ま
り
身
分
が

「農
業
」
で
あ
る
た
め

に
、
「非
農
業
」
戸
籍

の
都
市
民
と
同
じ
よ
う

に

日
国
民

(中
国
語

で
国
民
は

「公
民
」
と
呼
ば
れ
る
)
の
有
す
る
当
然

の
権
利
を
享
受

で
き
な

い
、

い
わ
ば

「
二
等
国
民
」
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

「公
民
」
と
称
さ
れ
る
人
々
に
適
用
さ
れ
る
様

々
の
法
規
を
活
用
す

れ
ば
よ
い
の
で
あ
う
て
、
農
民
工
と

い
う
集
団
だ
け
を
対
象
と
す
る

特
別
な
政
策
は
不
要
で
あ
ろ
う
。
本
節
で
は
.
農
民
工
政
策
の
転
換

プ

ロ
セ
ス
を
追

い
な
が
ら
、
そ
こ
に
潜
む
農
民
工
差
別

の
実
態
を
浮

き
彫
り
に
す
る
。

怖



H

農
民
工
政
策
の
転
換
フ
ロ
セ
ス

↓
九
八
〇
年
代

の
中
国

で
は
、
農
村
余
剰
労
働
力
を
吸
収
す
る
た

め
に
、

「離

土
不
離
郷
、
進
場
不
進
城
」
と

い
う
農
村
工
業
化

の
発

展
戦
略
が
採
ら
れ
た
。
農
村
か
ら
都
市

へ
の
大
規
模
な
人
口
移
動

は

極
力
に
抑

え
ら
れ
よ
う
と
L
た
。

一
九
九
〇
年
代
に
入

っ
て
か
ら
外

資

の
進
出

に
伴

っ
て
労
働
力

の
供
給
不
足
が
広
東
省
な
ど
沿
海
部
を

中
心
に
発
生
す
る
と
、
秩
序
あ
る
地
域
間
の
労
働
移
動
が
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。
「離
土
離
郷
」
が
可
能
と
な

っ
た
も

の
の
、
挙

家
離
村
の
よ
う
な
移
住
は
制
限
さ
れ
た
。
人
[
移
動
政
策

の
基
本
的

な
ス
タ
ン

ス
は

「離
郷
不
背
井
」
、
す
な
わ
ち
、
戸
籍

の
転
出
入
を

認
め
な
い
出
稼
ぎ
型

の
流
動
と
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
胡
錦
涛

の
総
書
記
就
任

(
二
〇
〇
二
年

一
〇
月
、
第

一
六
回
党
大
会
)、
温
家
宝
の
総
理
就
任

(二
〇
〇
三
年
三
月
、
第

一
〇
回
全
人
代
)
に
伴

い
、

そ
れ
ま
で
の
農
民
工
政
策
が
大
き
く
転

換
し
始
め
た
。
調
和
的
社
会

の
構
築
を
モ
チ
ー
フ
に
農
民
工
に
国
民

待
遇
を
与
え
、
移
住
、
職
業
選
択
の
自
由
も
段
階
的
に
認
め
よ
う
と

さ
れ
た
。

戸
籍
制
度

の
改
革
が
加
速
さ
れ
、
挙
家
離
村

の
よ
う
な

「離
郷
又
背
井
」

の
移
動

パ
タ
ー
ン
が
増
え

つ
つ
あ
っ
た
.

こ
う
し

た
農
民
工
政
策

の
転
換
プ

ロ
セ
ス
は
、
付
録
に
リ
ス
ト
ア

ッ
プ
さ
れ

た
民
工
ま
た
は
農
民
工

に
関
す
る
法
規
や
中
央
官
庁
の
通
達
か
ら
も

確
認
さ
れ

る
。

こ
の
付
録
か
ち
以
下
の
興
味
深
い
点
が
指
摘
で
き
よ

う
。

ま
ず
、
地
域
間
で
移
動
す
る
農
民
出
稼
ぎ
労
働
者

の
称
呼
だ
が
、

一
九
八
九
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
か
け
て
の
政
府
通
達

(リ
ス
ト
の

2
～
14
)
で
は
、
そ
れ
を

「民
工
」
と
呼
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
、
国
務

院
弁
公
庁

が
二
〇
〇

三
年

一
月

に
出
し
た
通
達

を
境

に
、
「農
民

工
」
と
い
う
用
語
法
が
定
着
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
二
〇
Q
六
年

三
月
に
国
務
院

「農
民
工
問
題

の
解
決
に
関
す
る
若
干
の
意
見
」
が

公
表
さ
れ
た
の
に
合
せ
て
行
わ
れ
た
国
務
院
研
究
室

の
記
者
会
見

で

は
、
農
民
工
と
い
う
用
語
を
政
府

の
公
式
文
書

で
使

っ
た
主
な
理
由

に
つ
い
て
、
か

つ
て
の
政
府
文
書

で
も
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、

社
会

一
般

で
も
こ
の
用
語
が
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
る
と
説
明
し
、
農

民
工
と
い
う
言
葉
の
持

つ
差
別

の
意
味
合
い
が
否
定
さ
れ
た
。
確
か

に
そ
う
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
な
ら
ば
、

わ
ざ
と

「農
民
工
」

を
特
別
に
扱
う
必
要
は
な

い
、

こ
の
用
語
を
使

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と

い
う
こ
と
は

一
般

の
公
民

(都
市
民
)
と
異
な
る
形
で
処
遇
さ

れ
て
い
る
農
民
工
が
現
に
存
在
す
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な

い
。

次
に
、
農
民
工
に
鮒
す
る
政
府

の
関
心
度
と
基
本
姿
勢
に
は
本
質

的
に
異
な
る
三

つ
の
期
間
が
あ
る
。

ω

一
九
九
〇
年
前
後
、
「民
工
」
を
取
り
扱
う
政
策
文
書
は
わ

ず
か
二
つ
し
か
な
く
、
し
か
も
、
民
工
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
、
そ

の
流
動
を
い
か
に
抑
制
す
る
か
が
中
心
的
な
内

容
で
あ

っ
た
。
背
景

に
は

「離
土
不
離
郷
」
と

い
う
政
府
の
基
本
戦
略
に
挑
戦
す
る
農
民

が
大
勢
現
れ
、
旧
態
依
然

の
都
市
管
理
体
制
が
そ
れ
に
対
応
し
き
れ

へ
ぼ
ヤ

な

く

な

っ
た

こ

と

が

あ

る
心

7す一一農 民工 と農民工政策 の変遷



②

一
九
九

三
年

=

月
の
党
大
会

で
社
会
主
義
市
場
経
済
体
制

を
構
築
す

る
と

い
う
改
革

の
目
標
が
採
択
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
秩

序
あ
る
地
域
間

の
労
働
移
動
も
奨
励
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
労
働

部
が

一
九
九
四
年
に

「省
際
労
働
移
動

に
関
す
る
管
理
規
定
」
を
公

布
し
た

の
は
そ
の
現
れ
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
二
〇
〇
〇
年
末
ま
で
の

す
べ
て
の
政
府
通
達
で
、

「有
序
流
動
」

つ
ま
り
秩
序
あ
る
流
動
が

最
も
重
要

な
政
策
課
題
と
な

っ
た

(
一
〇
の
通
達

の
う
ち
、
八
つ
で

「有
序
流
動
」
が
表
題
に
使
わ
れ
た
V.

そ
こ
に
は
二
つ
の
意
識
が
見

え
隠
れ
す

る
。

一
つ
は
民
工
が
秩
序
を
乱
し
や
す
い
存
在

で
あ
り
、

そ
れ
を

い
か
に
管
[理
す
る
か
が
重
要
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
い
ま

一
つ
は
民

工
が
都
市
部
に
移
動
し
て
定
住
す
る
者

で
は
な
く
、
い
つ

か
に
故
郷

に
帰
還
す
る
流
動
人

口
な
の
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

も
っ
と
分

か
り
や
す
く

い
う
と
、
民
工
は

(都
市
の
)
社
会
秩
序
を

壊
す
危
険
性
が
あ
る
が
、
経
済
発
展
の
た
め
に
そ
の
力
が
必
要
だ
、

と
い
う
あ

る
種

の
必
要
悪
的
な
存
在

で
し
か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た

の
で
あ
る
。

③

そ

の
後
の
二
年
間
に
民
工
に
関
す
る
通
達
は
な
か

っ
た
が
、

二
〇
〇
三
年

一
月
以
降
の
三
年
半

の
間
に
二
五
も
の
農
民
工
に
か
か

わ
る
法
規
、
通
達
が
公
・表
さ
れ
た
。
農
民
工

へ
の
関
心
が
新
政
権
下

で

一
気
に
高
ま

っ
た
こ
と
は
そ
れ
で
理
解

で
き
る
。
よ
り
注
目
す
べ

き
は
農
民

工
政
策

の
内
容

の
大
転
換

で
あ
る
、

「有
序
流
動
」
と
い

う
用
語
法

は
表
題
か
ら
消
え
表
り
、
農
民
工

へ
の
サ
ー
ビ
ス
、
貧
困

者

へ
の
救
済
、
職
業
訓
練
、
賃
金
不
払

い
、
子
女
の
学
校
教
育
、
職

業
健
康
保
護
、
労
災
保
険
、
法
律
支
援
、
労
働
契
約
な
ど
、
そ
れ
ま

で
置
き
去
り
に
さ
れ

て
き
た
農
民
工
の
基
本
権
利

が
強
く
意
識
さ

れ
、
旧
来

の
政
策
を
全
面
的
に
見
直
す
も
の
が
目
立

っ
た
。

こ
の
間

の
諸
制
度
改
革
-の
成
果
を
集
大
成
し
た
の
が

「は
じ
め
に
」
で
述
べ

た
二
〇
〇
六
年

三
月

の

「農
民
工
問
題
四
〇
条
」

で
あ
る
。

口

農
民
工
政
策
転
換
の
時
代
背
景

ω

地
道
な
調
査
研
究
と
政
策
転
換

中
国
で
農
民
が
二
等
国
民
の
よ
う
に
様

々
な
差
別
を
受
け
て
い
る

事
実
に

つ
い
て
、
最
も
体
系
的
に
論
じ
た
も
の
と
し
て
郭

・
劉

ロ

バに
ね

九
九
〇
]
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
農
民
工
政
策

の
転
換
を
促
し
た

内
外

の
研
究
者

の
地
道
な
努
力
も
強
調
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「有
序
流
動
」
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
当
蒔

の
中
国
で
は
r
地

._r間

で
の
労
働
移
動
が

「盲
流
」
と
み
な
さ
れ
、
学
者
な
ど
に
よ
る
小
範

囲
の
調
査
研
究

は
あ
る
も
の
の
、
全
国
規
模
の
も

の
は
ほ
と
ん
ど
な

か

っ
た
。
人

口
移
動
と

い
う
現
象
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
よ
い
か
に

つ
い
て
も
十
分
な
理
論
武
器
と
分
析
道
具
を
掌
握
し
た
人
は
僅
少
で

あ

っ
た
。

そ
う
し
た
中

で
、
農
業
部
農
村
経
済
研
究

セ

ン
タ
ー
や
国
務
院
発

展
研
究
セ
ン
タ
ー
農
村
部
を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
農
村
労
働
移
動
研

究
チ
ー
ム
は
、
米

・
フ
ォ
ー
ド
財
団
か
ら
多
額

の
研
究
助
成
金
を
受

け
た
こ
と
を
契
機
に
、
農
民
工
に
対
す
る
大
規
摸
か
つ
体
系
的
な
実

態
調
査
を
開
始
し
た
。
そ
の
過
程
で
欧
米

の
大
学
か
ら
多
く
の
専
門

8a



家
が
調
査

、
分
析

に
加
わ
っ
た
。

研
究
の
成
果
は

一
九
九
六
年
六
月

に
中
国
農
村
労
働
力
流
動
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(北
京
)
に
て
報
告

さ
れ
た
。
同
研
究

チ
ー
ム
は
そ
の
後
も
存
続
し
、
フ
ォ
ー
ド
財
団
か

ら
の
援
助
を
受
け
な
が
ら
、
多
面
的
な
調
査
研
究
を
続
け
た
。
第
二

回
の
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
二
〇
〇

一
年
七
月
に
同
じ
北
京

で
開
催

た
い

さ
れ
た
。

政
府
系

シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
調
査
研
・究
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
研

究
成
果

の
多
く
が
直
ち
に
政
策
の
立
案

に
生
か
さ
れ
た
こ
と
は
当
然

の
成
り
行
き
で
あ
ろ
う
が
、
外
国
民
間
財
団
の
資
金
を
活
用
し
、
近

代
経
済
学
や
社
会
学
の
理
論
的
枠
組
[み
と
分
析
道
具
を
意
欲
的
に
導

入
し
、
さ

ら
に
、
政
府
系
研
究
機
関
だ
か
ら
全
国
範
囲
で
の
実
態
調

査

が
容
易

に
実
施
で
き
る
,
こ
う
し
た
パ
タ
ー
ン
の
有
機
的
結
合
は

実
に
い
ま
ま
で
の
中
国
で
希
な
出
来
事

で
あ

っ
た
と
い
え
る
。

②

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
農
民
工
に
対
す
る
注
目
度

の
変
化

こ
こ
で
は
、
中
国
共
産
党
の
機
関
紙

『人
民
日
報
』
で

「民
工
」

ま
た
は

「農
民
工
」
が
言
及
さ
れ
た
記
事

の
年
閻
総
数
の
推
移
を
見

る
こ
と
に
す
る
。
図
2
は

『人
民
日
報
』

の
検
索

シ
ス
テ
ム
で
検
索

さ
れ
た
結
果
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
民

工
ま
た
は
農
民
工
に
か
か
わ
る
記
事

の
年
間
掲
載
数
は

一
九
九
五
年

か
ら
二
〇
〇

一
年
ま
で
は

一
五
〇
件
前
後
し
か
な
か

っ
た
が
、
二
〇

〇
三
年
か

ら
は

一
気
に
数
倍
も
増
え
た
,
と
く
に
、
二
〇
〇
四
年
に

掲
載

の
記
事
数

は

一
〇
〇
〇
件
を
突
破
し
、
毎
臼
二
、
三
件
と
の
計

算
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇

一
年
ま
で
は
農
民
工
の
権
利
に
つ
い

て
あ
ま
り
語
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
〇
三
年
以
降

は
違

っ
て
い
る
。
〇

三
年
、
〇
四
年
、
〇
五
年

に
農
民
工
の
権
利

に
関
す
る

『
人
民
日

報
』

の
記
事
は
そ
れ
ぞ
れ

一
六
九
件
、

二
九

一
件
、
二
四
九
件
あ

り
、
同
期
間
の
農
民
工
関
連
記
事
の
二
～
三
割

強
を
占
め
る
。
内
容

は
農
民
工
に
対
す
る
賃
金
不
払

い
や
子
供
の
就

学
が
困
難
だ
と
い
う

図2当 該用 語 が含 まれ る記事 の年 間掲載 件 数

注:人 罠E1報 検索 システムに基づ くa2006年 は7月 までの結果。

なおrご く一・部の重複 や非該当の ものが含 まれている。
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よ
う
な
こ
と
で
あ
り
、
農
民
工
の
基
本
的
権
利
が
十
分
保
障
さ
れ
て

い
な

い
状
況
を
物
語

っ
て
い
る
。

⑧

農

民
工
問
題

へ
の
高

い
関
心

の
背
景

近
年
、
農
民
工
に
対
す
る
社
会
的
関
心
が
高
ま

っ
た
背
景
に
億
二

つ
の
事
実

が
あ
る
。

ひ
と

つ
は
農
民

工
が
急
増
し
続
け
、
彼

ら
が

「世
界

の
工
場
」
と
呼
ば
れ
る
今
日

の
中
国
を
支
え
て
い
る
こ
と
、

も
う
ひ
と

つ
は
就
職
、
失
業
、
医
療
.
年
金
な
ど
社
会
保
障
面
に
お

け
る
農
民
工

へ
の
制
度
差
別
が
改
善
さ
れ
ず
、
そ
れ
に
起
因
す
る
労

働
力
の
供
給
不
足
が
沿
海
部

で
発
生
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

改
革
開

放
か
ら
四
半
世
紀
以
上
経
ち
、
農
民
工
の
坦
代
交
代
が
始

ま

っ
て
い
る
.
農
村
の
生
活
体
験
す
ら
詩
た
な
い
農
民
工
の
子
供
た

ち
、
そ
の
多
く
は
ま
た

一
人

っ
子
で
あ
る
、
親

の
世
代
と
違

い
、
彼

ら
は
極
端

な
低
賃
金
や
重
労
働
を
嫌

い
、
旧
態
依
然
の
賃
金
や
福
祉

で
は
出
稼

ぎ
を
あ
き
ら
め
る
傾
向
が
強

い
.

二
〇
〇
四
年
五
月

一
九

日
に

『新
華
時
報
』
は
珠
江
デ
ル
タ
、
長
江
デ
ル
タ
で
農
騰
工
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
を
初
め

て
報
じ
社
会
に
大
言
な
衝
撃
を
与
え
た
。

無
制
限
に
供
給
さ
れ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
た
安
価
な
労
働
力
が
不
足

に
転

じ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

同
年
八

月
に
労
働
社
会
保
障
省
は
農
民
工
の
需
給
に
関
す
る
実
態

調
査
を
行

っ
た
が
、
農
民
工
に
対
す
る
制
度
差
別

の
深
刻
化
、
そ
れ

に
起
因
す

る
低
賃
金
、
低
福
祉
が
供
給
不
足
を
招

い
た
主
因
で
あ
る

と
結
論
づ
け
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
九
月
九
日
に

『人
民
日
報
』
は

初

め
て

「民
工
荒
」
(農
民
工
の
不
足
現
象
)
を
報
道
し
た
。
〇
五

年

に

「民
工
荒
」
に
関
す
る
記
事
は

『人
民
日
報
』
に
三
五
件
も
登

場
し
、
Q
四
年

の
七
件
を
大
き
く
上
回

っ
た
.
農
民
工
問
題

の
深
刻

さ
が
窺
え
る
。

「民
工
荒
」
問
題
を
緩
和
、
解
消
す
る
た
め

に
、
農
民
工
を
二
等

国
民
と
し
て
扱

っ
て
き
た
諸
政
策
を
見
直

し
、
就
職
.
社
会
福
祉
な

ど
に
お
け
る
差
別
を
な
く
す

べ
き
だ
と

い
う
議
論
が
盛

ん
に
な

っ

た
。
こ
れ
は
農
民
工
政
策
の
大
転
換
を
促
す
こ
と
と
な

う
た
の
で
あ

る
,

む

す

び

中
国
は
都
市
と
農
村
に
よ
る
二
重
社
会

で
あ

り
、

一
九
九
〇
年
代

以
降
は
都
市
部
の
な
か
に
さ
ら
に
農
民
工
と
地
元

の
都
市
民
が
構
成

す
る
新
し

い
二
重
構
造
が
形
成
さ
れ
た
と

い
わ
れ
る

[李

二
Q
O

四
]。
実

に
農
民
工
に
ま
つ
わ
る
諸
問
題
は
す

べ
て
こ
の
.
一
つ
の
二

重
構
造
に
起
因
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
そ
の
意
味

で
、

「農
民
工
問
題

四
〇
条
」
は
大
き
な
意
味

を

も
ち
、
戸
籍
制
度
に

よ
っ
て
分
断
さ
れ
た
二
重
社
会
を
打
ち
破
る
突
破

[
と
な
る
か
も
し

れ
な
い
。

農
民
工
は
体
制
転
換
を
経
験
中

の
中
国
で
起

き
た
特
殊
な
現
象

で

あ
り
、
計
画
経
済
体
制
の
残
し
た
後
遺
症
で
も
あ
る
。
そ
れ
を
根
本

的
に
変
え
る
た
め
に
、
農
業
、
非
農
業
・と

い
う
身
分
的
性
格

の
強

い

戸
籍
制
度
を
な
く
す
必
要
が
あ
る
。
陸

[二
〇
〇
五
]
に
よ
れ
ば
、

Sx



戸
籍
管
理
を
担
当
す
る
公
安
部

門
で
は
、

一
九
八
五
年
頃

に
も
戸
籍

登
記
条
例

に
代
わ
る

「戸
籍
法

」
の
原
案
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
利
権
に
絡
む

一
部

の
部
門

や
大
都
市
で
は
そ
の
法
案

に
強
く

反
対
し
て
い
る
。
結
局
、
半
世
紀
前
の
戸
籍
登
記
条
例
は
今
も
生
き

て
い
て
、
農
民
、
そ
し
て
農
民
工
を
二
等
国
民

に
陥
れ
た
ま
ま
と

な

っ
た
の
で
あ
る
。

著
名
な
社
会
学
者
陸
学
芸
、
歴
史
学
者
秦
暉
ら
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
農
民

工
問
題

の
本
質
は
農
民
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
農
業

戸
籍
を
も

つ
農
民

の
政
治
権
利
が
制
限
さ
れ
た

こ
と
と
関
係
す
る

[陸

二
〇
〇
五
、
秦

二
〇
〇
三
)
。
実
質
的
な
身
分
制
を
形
作

っ
た

「戸
籍
登
記
条
例
」
、
農
民

の

一
票

の
重
み
が
都
市
住
民
の
四
分

の

一

に
制
限
さ
れ
る

「選
挙
法
」
を
改
正
し
、
そ
こ
に
あ
る
農
民

の
差
別

　ほ
ソ

条
項
を
廃
止
し
な

い
限
り
、
農
民
工
問
題
の
本
当
の
解
決
は
な
い
だ

ろ
う
。

注(
1
>

温
家
宝
総
理
の
指
示
を
受
け
た
国
務
院
研
究
室
の
主
導
下
で
、

農
民
工
と
か
か
わ
り
を
も
つ
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
中
央
省
庁
の
調
査

研
究
部
門
や
社
会
科
学
院
、
専
門
家
の
総
力
が
結
集
さ
れ
、
農
民
工

の
移
動
、
求
職
、
就
業
、
生
活
、
社
会
保
障
、
子
女
の
学
校
教
育
等

な
ど
に
関
す
る
実
態
調
査
が
進
め
ら
れ
た
。
モ
れ
に
よ
っ
て
諸
問
題

の
案
態
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
問
題
解
決
の
処
方
窺
も
用
意
さ
れ

た
。
農
民
工
の
権
益
を
護
り
、
都
市
農
村
の
統

]
労
働
市
場
の
構
築

に
向
け
て
諸
制
度
の
改
革
を
深
化
さ
せ
て
い
く
と
い
う
政
府
の
ス
タ

ン
ス
が
明
確
に
示
さ
れ
た
。

(
2
>

農
村
か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
者
は
俗
に
農
民
工
と
呼
ば
れ
る
。
似

た
呼
び
方
に
民
工
も
あ
る
。
ほ
か
に
流
動
人

口
、
暫
住
入
口
、
外
来

人
口
、
外
労
、
打
工
予
ま
た
は
打
工
妹
、
等
な
ど
.
『
現
代
漢
語
辞

典
』
に
よ
れ
ば
、
民
工
は
都
市
部
に
出
稼
ぎ

に
来
て
い
る
農
民
だ
と

い
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
中
国
で
は

「農
民
」
は
農
業
従
事
者
と
い

う
職
業
上
の
概
念
で
は
な
く
、
戸
籍
登
記
条
例
に
基
づ
く
身
分
の
よ

う
な
も
の
で
お
る
。
「農
民
工
」
の

「工
」
は
労
働
者
を
意
味
す
る

中
国
語
の

「工
人
1ー
ワ
ー
カ
ー
」
の
略
称

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「農

民
工
h
は
都
市
部
の
下
層
労
働
市
場
で
働
く
、
農
業
戸
籍
を
持
つ
農

民
出
稼
ぎ
労
働
者
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
民
工
と
い
・2
言
藁
自
体
は
長

い
歴
史
を
持

つ
。
毛
沢

東
の
農
民
革
命
時
代
に
は
民
兵
と
と
も
に
民
工
と
い
う
言
葉
が
使
わ

れ
た
.
前
線
部
隊
の
た
め
に
物
資
補
給
、
道
路
工
事
に
従
事
す
る
農

民
の
こ
と
を
民
工
と
呼
び
、
戦
場
な
ど
で
け
が
を
し
て
障
害
者
と

な
っ
た
人
や
命
を
失
っ
た
彼
ら
の
遺
族
に
対
し
て
、
新
中
国
成
立
後

に
も
政
府

(民
政
部
)
は
年
金
な
ど
で
手
厚
い
世
話
を
し
て
き
た
。

民
工
は
名
誉
の
あ
る
称
呼
で
も
あ
っ
た
、

一
九
八
〇
年
代
初
期
、
鉄

道
や
道
路
の
建
設
、
鉱
山
開
発
な
ど
で
労
働
力
を
必
要
と
す
る
と
き

に
、
近
く
の
農
村
か
ら
臨
時
従
業
貝
を
募
集
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ

う
し
た
臨
時
従
業
員
の
こ
と
は
普
通
民
工
と
呼
ば
れ
た
。
し
か
し
、

計
画
経
済
時
期
に
企
業
な
ど
が
近
郊
農
村
か
ら
採
用
し
た
臨
時
工
は

民
工
と
は
呼
ば
れ
な
か
っ
た
。

農民1:と 農民工政 第の聾巨遷呂3



い
ず
れ
に
せ
よ
、
当
時
は
民
工
の
絶
対
数
が
少
な
く
、
民
工
と
い

う
用
語
法
に
は
農
民
を
差
別
す
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
そ
う
強
く
は
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
急
増
し
た

新
型

の
民
工
あ
る
い
は
様
々
な
称
呼
に
は
差
別
の
色
合
い
が
次
第
に

濃
厚
と
な
り
、
制
度
面
で
も
農
民
工
を
都
市
民
と
異
な
る
形
で
扱
う

現
象
が
際
立

つ
よ
う
に
な
っ
た
。
都
市
民
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
何
気

な
く
民
工
ま
た
は
農
民
工
と
い
っ
た
用
語
を
使
う
が
、
そ
の
対
象
者

で
あ
る
本
人
た
ち
は
必
ず
し
も
そ
れ
を
歓
迎
し
て
い
な
い
よ
う
だ
。

二
等
国
民
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
屈
辱
感
が
あ
る
と
い

う
。
農
民
工
が
都
市
部
な
ど
で
受
け
た
差
別
な
ど
に
つ
い
て
、
杜

・

自
編

[
一
九
九
八
]
お
よ
び
農
業
部
農
村
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
が

行
っ
た

=

二
万
字
の
農
民
工
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
か
ら
こ
の
こ
と

が
良
く
理
解
で
き
る

[農
業
部
農
村
経
済
研
究
中
心

一
九
九
九
]。

(3
>

実
に
農
民
工
だ
け
で
な
く
、
農
業
戸
籍
の
所
持
者
で
あ
る
農
民

全
体

は
計
画
経
済
時
期
か
ら
差
別
さ
れ
、
移
住
や
職
業
選
択
の
自
由

が
厳
し
く
制
限
さ
れ
た

[郭

・
劉

一
九
九
〇
]。
中
国
で
は
農
民
が

二
等
国
民
で
し
か
な
く
、
そ
の
状
況
は
今
も
根
本
的
に
変
わ

っ
て
い

な
い
。

〈
4
V

二
〇
〇

一
年
の
調
査
報
告
豊
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
国
務
院
研

究
室

課
題
組

[
二
〇
〇
六
]
で
同
年
の
調
査
結
果
が
利
用
さ
れ
た

二

〇

ニ
ー

一
〇
三
頁
)
こ
と
か
ら
、
こ
の
調
査
は
二
〇
〇

一
年
以

降
継
続
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

(
5
>

口
本
で
は
同
調
査
の
個
票
の
一
部
を
利
用
し
た
研
究
書
が
出
版

さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
辻

・
松
田

・
浅
見

[二
〇
〇
五
]
を
参
照

さ
れ
た
い
。

〈6
>

労
働
社
会
保
瞳
部
の
公
式
H
P
に
も
同
調
査
結
果
の
公
・表
は
そ

の
後
な
く
な
っ
た
。

(7
)

実
際
、
二
〇
〇
四
年
に
北
京
市
、
上
海
市
で
は
農
民
工
お
よ
び

そ
の
家
族
の
総
数
は
全
居
住
人
口
の
三
分
の

一
近
く
を
占
め
る
よ
う

に
な
り
、
珠
江
デ
ル
タ
で
は
地
元
倥
民
の
数
を
上
回
る
農
民
工
が
働

い
て
い
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
厳

[
二
〇
〇
五

b
]
を
参
照
さ
れ
た
い
。

〈8
V

重
慶
、
寧
波
、
石
家
荘
、
鄭
州
、
江
蘇
な
ど
で
戸
籍
制
度
改
革

が
行
わ
れ
.

一
部
で
は
農
業
、
非
農
業
の
戸
籍
区
分
が
な
く
さ
れ
て

い
る
。
固
定
し
た
住
所
、
安
定
し
た
職
業
ま
た
は
収
入
源
を
持

つ
者

に
鴛
し
て
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の
戸
籍
の
転
出
入
が
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る

[
国
務
院
研
究
室
課
題
組

二
〇
〇
六
]。
た
だ

し
.
そ
の
場
合
に
同
じ
行
政
区
-域
内
の
戸
籍
転
換
に
限
ら
れ
て
い

て
、
内
陸
農
村
か
ら
沿
海
都
市

へ
の
よ
う
な
広
域
で
の
戸
籍
移
動
は

ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
。

(
9
>

そ
も
そ
も
都
市
民
と
就
業
競
争
が
生
じ
そ
う
な
事
態
を
避
け
る

た
め
に
、
政
府
は
農
民
工
を
特
別
に
研
修
さ
せ
な
か
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

「
般
に
忍
耐
力
が
強
く
勤
勉
な
農
村
出
身
の
若
者
は
都
市

生
ま
れ
都
市
育
ち
の
若
者
よ
り
も
様
々
な
仕
事
に
従
事
で
き
る
は
ず

で
あ
っ
た
。

(
10
V

厳

【
二
〇
〇
二

川
一
五

]
]
で
は
国
家
銃
計
局
農
家
調
査
を
利

用
し
て
省
際
移
動
農
民
の
移
出
地

・
移
入
地
O
D
表
が
作
成
さ
れ
た

が
、
省
内
の
移
動
者
を
含
む
全
移
動
農
民
の
地
域
分
布
に
閲
し
て
は

情
報
が
な
い
。

〈11
>

同
期
間
の
鎮
数
は

一
万
八
四
〇
二
か
ら

一
万
九
六
九
二

へ
と

84



七

%
増

え

た
。

『
中

国
統
計
年

鑑
」

に
よ

る
。

(
12
>

詳

し

く

は
葛

・
屈

[
一
九

九

三
]
、
厳

[
二
〇

〇

五

a
]

を
参

照

さ
れ

た

い
。

〈
13
>

こ

の
本

は

一
九

八
九
年

の

「天
安
門

事
件

」

の
直
後

に
出
版

さ

れ
た

こ
と

も
あ

っ
て
、
発
行

直

後

に
禁
書

と
指

定

さ
れ

た
。

戸
籍

と

い
う
壁

が
人

為

的

に
形

成

さ
れ

、

ま
た

そ

の
戸

籍

で
都
市

と
農

村

が

分
断

さ

れ

た
、

と

い
う
中
国
特

有

の
二
重

社
会

構
造

を
見

事

に
描

き

出

し
た

こ
と

は
、
社
会

に
大

き

な
衝
撃

を
与

え
た

か

ら

で
あ

る
。

当

時

に
も

、
周

知

の
こ
と

で
あ

」リ
な

が
ら
、

こ
れ

を

公
然

に
語

る

こ
と

は
依

然

タ
ブ

ー

で
あ

っ
た
。

も

ち

ろ
ん
、

そ

の
後

は

こ

の
本

が
発

禁

処

分
を

解

か
れ

、
中

国
社
会

を

理
解

す

る
う
え

で
欠

か

せ
な

い
重
要

な
文

献

と
広

く

認

め
ら
れ

て

い
る
。

〈
14

>

杜

・
白

編

[
一
九
九

八
]
、

趙

[
一
九
九

八
]
、
張

・
周
編

口

九

九
九

]
、

白

・
宋
編

[
二
〇

〇

二
]
、
李

[
二
〇
〇

四
]
、

「農

村

外

出
務

工
女
性

」

課
題
観

[
.
.○

O
O

]

は
そ
う

し

た
研
究

の
過
程

で

生

み
出
[さ

れ

た
代
表

的
な
研
究

成

果

で
あ

る
。

筆
者

は
二
回

の
シ

ン

ポ

ジ
ウ

ム
に
も

参
加

、
報
告

を

行

っ
た
が

、

い
ま
振

り
返

っ
て

み
る

と
、

そ
れ

ち

の
研
究
成

果

が
以
来

の
農

民

工
政

策

の
形
成

に
大
き

な

影
醤

を
・与
え

た

こ
と

は
紛

れ
も

な

い
事

実

で
あ

る
。

〈
15
>

二
〇

〇

三
年

七
月
改

正

の

「居
民

委

員
会

組
織
法

」

で
は
、

都

市
部

の
居

民
区

に
一.回年
以
上

住

む
農

民
工

は
当

居

民
区

の
選

挙
権

、

被
選

挙
権

を

も

つ
と
定

め
ら
れ

た
。

わ
ず

か
な

進
歩

だ

が
、

評
価

し

た

い
。
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設

部

、

関

於

、

°

ノ

エ

.

問

的

緊

急

通

知

、

二

〇

〇

四

-

ニ

ー

二

九

27
.
労
働
和
社
会
保
障
部
、
関
於
農
民
工
参
加
翻

険
有
閥
問
題
的
通

知

、

二
〇
〇

四

1
六

-

一

28
.
労
働
部

・
建
設
部
、
関
於
印
発

(建
設
領
域
農
民
工
翻

理

暫

行
弁

法

》
的

通
知

、

二
〇

〇

四
t
九

ー
六

29
,

建
設

部

・
国

家
発

展
改
革

委

・
財

政
部

、

関
於

請
按

時

上
報

清
理

権

欠
工
程
款
工
作
進
展
情
況
倣
好
澗
ー

帽
的
緊
急
通
知
、

二
〇
〇

四

-

一
〇

1

一
九

即

.
司
法

部

・
建

設
部

、

関
於
為
解

決
建

設

領
域

抱
欠

工
程

款
和

農

民

工

工
資

問
題

、」

月

一
和
、

助

的

通
知

、

二
〇

〇

四

-

一

一
1

六
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31
.
最
高
人
民
法
院
、
最
高
人
民
法
院
関
於
集
中
清
理
施
欠
工
程
款
和
劇

副
塑

コ
劃
劉
側
的
緊
急
通
知
、
二
〇
〇
四
:

一
二
⊥

=

32
.
建
設
部
、
関
於
倣
好
建
設
領
域
農
民
工
渕
劉
矧
劉

個
的

通

知
、

二
〇
〇

五

1
四

-
七

33
.

労
働
部

・
建
設
部

・
全

国
総

工
会

、
関

於
加

強
建

設
等
行

業
農

民
工

魂

凹
剛
倒
瑠
的
通
知
、
二
〇
〇
五
-
四
-

一
八

34
.
労
働
部

・
建
設
部

・
公
安
部

・
監
察
部
等
、
関
於
週
翻

劇
暑

問
題
的
通
知
、
二
〇
〇
五
-
九
1
二

35
,
国
務
院
防
治
交
滋
病
工
作
委
員
会
弁
公
室

・
中
宣
部

・
労
働
部
等
、

関
於
聯
合
実
施
全
国
農
民
工
預

交
滋

宣
伝

育
工

的
通
知
、
二

〇
〇
五
-
一
一
-
二

一

諮
,
建
設
部

・
中
華
全
国
総
工
会
、
関
於
進

一
歩
改
羨
建
築
業
農
民
工
作

業
、
生
活
環
境
切
実
ー

鳳
劇
的
通
知
、
二
〇
〇
六
1
.ニ

ー

一
七

37
.
国
務
院
、
関
於
鰯
蟄

問
題
的
若
干
意
見
、
二
〇
〇
六
1
=
了

二
七

38
.
国
務
院
、
関
於
同
意
建
立
農
塁

.工

.墾

四識
制
劇
的
批
復
、
二

〇
〇
六
-
三
ー
三

一

39
,
労
働
和
社
会
保
障
部
、
関
於
実
施
農
民
工

配平
安
計
画
"
加
快
推
進

農
民
工
謝

工
作
的
通
知
二
〇
〇
六
-
五
-
一
七
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